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「うもれぎのやの言葉」
大名になれなくても自分の
道をしっかりと生きていこう
と直弼が決意を綴ったもの
／彦根城博物館所蔵

東京の世田谷区にある井伊家菩提
寺「豪徳寺」には、井伊家の墓があり、
直弼をはじめとする江戸で亡くなった
藩主や藩士、その家族の墓、総数
300基余りが並ぶ。大名の筆頭格とし
て、また徳川将軍家に仕えた井伊家
を語る貴重な史料として平成20年
(2008)に国史跡に指定された。
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る
。

未
曽
有
の
動
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伊
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績
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す
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。
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と
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開
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め
る

べ
き
」と
主
張
。条
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を
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国
を
続

け
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、軍
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で
劣
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に
交
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め
る
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皇
の
許
し
を
得
ら
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ま
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約
の
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を
行
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た
直
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派
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猛
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さ
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摩
藩
の
脱
藩
浪
士
た
ち
に
暗

殺
さ
れ
て
し
ま
う（
桜
田
門
外
の
変
）。

し
か
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の
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ら
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記
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さ
れ
る
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た
が
、彼
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日
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代
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を
築
い
た
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で

あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
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代
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の
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築
い
た
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戸
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府
の
大
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井
伊
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」

直虎も直弼も
本来当主になるはずではなかった⁉

大河ドラマ第1作目は「直弼」が主人公
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戦国時代、井伊家22代当主・直盛の娘として生まれた直
虎は、父の従弟である直親と婚約したが、今川に命を狙
われた直親が身を隠すと、「次郎法師」として龍潭寺で出
家することになる。逃亡から10年、井伊谷に戻り23代当
主となった直親は、奥山氏の娘との間に待望の男子・虎
松（後の井伊直政）を授かるが、今川に謀反の嫌疑をか
けられ誅殺。次郎法師は井伊家の遺児・幼い虎松を守る
ため、龍潭寺・南渓和尚と相談し、領主となる決意を固
め、「女城主・井伊直虎」が誕生することになった。
一方、時は幕末。井伊直弼は彦根藩主・井伊直中の14番
目の子として誕生。母親が側室だったこともあり、家督の

1963年から放送が始まった『大河ドラマ』は「おんな城主 直虎」で56作目。1作目
の舟橋聖一氏原作の「花の生涯」は井伊直弼の生涯を描いたものだ。井伊家の物
語が大河ドラマで2回取り上げられたことになる。ちなみに最も多く取り上げられ
ているのは、浜松から大出世した徳川家康公である。

立派な
決意表明
じゃのう

継承を期待できる立場ではなかったという。17歳から
32歳までの16年間、自ら埋木舎と名付けた質素な屋敷
で学問や武芸に明け暮れる日々を過ごしていたが、直弼
の兄・直亮が家督を継ぐも後継者ができぬまま死去。さら
に他の兄弟はすでに養子に出ていたため、最終的に直弼
が継ぐことになったと伝えられている。
当主になるはずの者ではなかったものの、井伊家の魂を
受け継ぎ、歴史に名を残し、しっかりと後世にバトンをつな
いだ2人は当主に成るべくしてなったのかもしれない。

直弼が直親のお墓に灯篭を寄進
浜松市北区細江町の都田川堤防沿いに、第23代当主井伊直親
の墓がある。1851年に井伊直弼が直親の墓参りに訪れたときに
寄進したと伝えられる灯篭が立つ。

井伊家発祥の地・井伊谷を何度も
訪れた井伊直弼
井伊家の菩提寺、龍
潭寺の南、田園のか
たわらにある白壁に
囲まれた大きな石組
みの井戸は、井伊家
の初代・共保公が誕
生したと言われる場
所。浜名湖畔の志津
城の城主、藤原共資
（ともすけ）の養子に
出された共保は、後に井伊谷に戻り、井伊氏を称したと言われて
いる。井伊家の井桁の旗印と橘の家紋は、この井戸と脇に咲い
ていた橘の花にちなんでいるとも言われる。傍らには井伊谷に
訪れた井伊直弼が寄進した石碑とその際に読んだ句碑もある。

豆知識ちょこっと 井伊直虎が血を流さずに
領民や領地を

守ろうとしたのと同じように、
直弼も戦争を避けるために
開国の道を選んだのかも

しれんのぅ。

豆知識ちょこっと
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豪徳寺（井伊直弼の墓）

近代 日 本 の 礎 を 築 い た バ井伊家 トンの
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共保公出生の井戸


